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　十日町織物工業協同組合による「表参

道・散歩着コーディネイトコンテスト」

が11月1日（日）、原宿・表参道新潟館ネス

パスで開かれました。全国からの応募者

の中から一次審査を通過した21人が散歩

着を使った独創的な着こなしを発表、最

優秀賞と2つの優秀賞が決まりました。

　審査に先立ち、様々なファッションの

若者であふれる表参道で撮影会が行われ、

新感覚の散歩着の着こなしはひときわ目

を引いていました。また、同会場で10月

31日（±）～11月6日㈹まで新作発表会も行

われ、大勢の人たちが訪れました。

東
京
で

　
P
R
1

●

●

ど
お
か
ま
ち
の

　新潟の豊かな自然や多彩な文化など、

様々な魅力を首都圏にアピールする「ニ

ューにいがたの祭典HOTWAVENllGATA　　 一

’98」が、10月30日㈹～11月1日（日）まで東

京ドームで開かれ、約30万人が訪れまし

た。

　十日町市からは大好き十日町会、クロ

スm、民問業者、広域事務組合が参加。

繭の会の「きものショー」、「えちご妻有

郷秘湯塾」や「越後妻有8万人ステキ発

見」の紹介、みそ漬けやそばなどの地場

産品の販売などを通して首都圏の皆さん

に十日町の魅力をPRしました。
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1
1
月
3
日
（
文
化
の
日
）
に
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
・
県
で

も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
や
感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

晴
れ
の
栄
誉
に
輝
か
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

勲
五
等
双
光
旭
日
章

　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
功
労
）

　　　　　難
　　　　　薙　　　　灘　　　灘　　襲
　蓋鑛
懸

馬場文平さん
（高田町5・78歳）

　
馬
場
さ
ん
は
、
昭
和
2
8
年
4
月
に
十
日
町

砂
利
合
資
会
社
を
創
業
し
、
代
表
社
員
に
就

任
。
平
成
6
年
4
月
に
は
十
日
町
砂
利
㈱
に

改
組
・
改
称
し
、
代
表
取
締
役
会
長
に
就
任

し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
で
は
昭
和
52
年
4
月
に
常
議

員
に
就
任
し
、
5
7
年
3
月
副
会
頭
に
、
さ
ら

に
平
成
7
年
3
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
常

議
員
と
し
て
会
頭
を
補
佐
し
、
産
業
界
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係

団
体
の
経
歴
で
は
、
昭
和
4
1
年
3
月
に
十
日

町
砂
利
採
取
販
売
協
同
組
合
代
表
理
事
に
就

任
、
4
6
年
6
月
か
ら
平
成
8
年
5
月
ま
で
㈹

新
潟
県
砂
利
砕
石
協
会
理
事
を
務
め
、
砂
利

採
取
販
売
業
界
の
地
位
の
向
上
と
組
合
運
営

の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
県
砂

利
ダ
ン
プ
協
会
会
長
、
関
東
ダ
ン
プ
カ
ー
協

会
副
会
長
、
㈹
全
国
ダ
ン
プ
カ
ー
協
会
会
長

な
ど
を
歴
任
し
、
交
通
事
故
撲
滅
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

精
神
保
健
福
祉
功
労
で

　
　
　
　
　
　
厚
生
大
臣
表
彰

佐藤一男さん
（新光寺・72歳）

　
佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
4
8
年
に
十
日
町
市
家

族
会
に
入
会
以
来
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復

帰
の
た
め
積
極
的
に
活
動
。
昭
和
5
6
年
小
規

模
作
業
所
「
な
か
さ
わ
作
業
所
」
の
設
立
に

尽
力
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
59
年
か
ら
2

年
間
、
十
日
町
市
家
族
会
副
会
長
を
務
め
、

61

年
か
ら
は
会
長
に
就
任
。
以
来
家
族
会
の

活
動
を
盛
り
上
げ
、
そ
の
指
導
力
を
発
揮
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
4
年
に
は
新
潟
県
家
族
会
連

合
会
長
に
就
任
し
、
同
年
健
康
づ
く
り
県
民

大
会
で
同
会
が
団
体
表
彰
を
受
け
る
ま
で
に

貢
献
。
さ
ら
に
現
在
全
国
精
神
障
害
者
連
合

会
理
事
と
し
て
、
そ
の
活
動
の
輪
を
広
げ
、

活
動
の
啓
発
と
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

食
品
衛
生
功
労
で

　
　
　
　
　
　
厚
生
大
臣
表
彰

酒井通一さん
（本町2・60歳）

　
酒
井
さ
ん
は
、
昭
和
3
6
年
7
月
に
食
品
衛

生
指
導
員
の
委
嘱
を
受
け
、
積
極
的
な
指
導

活
動
を
展
開
。
こ
の
間
、
5
3
年
4
月
か
ら
は

十
日
町
食
品
衛
生
協
会
理
事
を
、
5
9
年
4
月

か
ら
平
成
2
年
3
月
ま
で
十
日
町
食
品
衛
生

協
会
指
導
員
協
議
会
会
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
平
成
2
年
4
月
か
ら
6
年
3
月
ま
で

新
潟
県
食
品
衛
生
協
会
十
日
町
分
会
会
長
、

6
年
4
月
か
ら
は
新
潟
県
食
品
衛
生
協
会
十

日
町
支
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
食
品
衛
生
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
酒

井
さ
ん
は
食
品
衛
生
行
政
に
積
極
的
に
協
力

し
、
業
界
の
指
導
や
食
品
衛
生
協
会
組
織
の

強
化
や
事
業
推
進
に
尽
力
し
、
食
品
衛
生
の

向
上
に
多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

産
業
功
労
で

　
　
　
通
商
産
業
大
臣
表
彰

根津昭一さん
（学校町1・71歳）

　
根
津
さ
ん
は
、
昭
和
2
7
年
4
月
に
根
啓
織

物
㈱
取
締
役
に
就
任
、
同
4
6
年
8
月
に
代
表

9
個
人
・
1
団
体
に

　
　
　
　
　
　
　
文
化
協
会
表
彰

　
第
4
回
十
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会
文
化

祭
が
11
月
3
日
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
催
さ
れ
、

地
域
の
芸
術
・
文
化
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た

9
個
人
・
1
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
は
（
敬
称
略
）
次
の
と
お
り
で
す
。

■
須
藤
正
男
（
昭
和
町
2
・
78
歳
）

　
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
歌
謡
界
の
ア
マ
チ

ュ
ア
歌
手
と
し
て
活
躍
し
、
斬
界
の
発
展
と

向
上
に
尽
力
し
た
功
績
で
す
。

□
山
田
桂
（
水
口
・
7
0
歳
）

　
長
年
に
わ
た
り
、
市
指
定
文
化
財
「
新
保

広
大
寺
節
」
保
存
会
長
と
し
て
、
そ
の
保
存
・

伝
承
に
尽
力
し
た
功
績
で
す
。

■
前
田
和
男
（
北
新
田
3
・
68
歳
）

　
刀
剣
鑑
識
の
専
門
家
と
し
て
、
日
本
刀
常

設
展
示
館
「
星
と
森
の
詩
美
術
館
」
の
展
示
・

管
理
に
尽
力
し
た
功
績
で
す
。

□
二
瓶
哲
夫
（
昭
和
町
4
・
64
歳
）

　
長
年
に
わ
た
り
、
和
太
鼓
の
修
行
に
励
み
、

各
種
行
事
に
お
い
て
活
躍
し
、
斬
界
の
発
展

と
向
上
に
尽
力
し
た
功
績
で
す
。

■
関
口
正
男
（
春
日
町
・
5
3
歳
）

　
長
年
に
わ
た
り
、
各
種
民
謡
大
会
で
数
多

く
の
入
賞
を
果
た
し
、
地
域
民
謡
界
の
発
展

と
向
上
に
尽
力
し
た
功
績
で
す
。

■
福
崎
礼
子
（
田
麦
・
4
1
歳
）

　
紙
粘
土
細
工
と
い
う
特
殊
な
美
術
作
品
の

制
作
を
通
し
て
、
独
特
な
美
の
世
界
を
築
き

上
げ
た
功
績
で
す
。

■
関
口
　
昇
（
芸
名
”
桂
歌
助
　
市
内
駅
通

　
り
出
身
・
神
奈
川
県
横
浜
市
・
3
6
歳
）

　
郷
土
出
身
の
落
語
家
と
し
て
、
初
の
真
打

2



取
締
役
社
長
に
就
任
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
関
係
団
体
の
経
歴
と
し
て
は

昭
和
3
6
年
5
月
か
ら
3
8
年
5
月
の
2
年
問
、

織
物
工
業
協
同
組
合
の
監
事
、
38
年
5
月
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
同
組
合
理
事
を
務
め
ま

し
た
。
そ
の
問
62
年
9
月
か
ら
平
成
3
年
5

月
ま
で
副
理
事
長
を
務
め
る
な
ど
、
多
く
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
統
工
芸
分
野
で
は
紬
・
緋
メ
ー
カ
ー
の

代
表
者
と
し
て
伝
統
工
芸
品
の
技
術
・
技
法

を
継
承
し
、
そ
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

昭
和
5
8
年
に
認
定
制
度
が
創
設
さ
れ
る
と
第

1
回
目
の
認
定
を
受
け
、
産
地
伝
統
工
芸
士

会
の
初
代
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

教
育
功
労
で

　
　
文
部
大
臣
か
ら
感
謝
状

岡村喜市さん
（本町7－2・66歳）

　
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
会
場
に
行
わ
れ

た
全
国
連
合
小
学
校
長
会
の
席
上
、
教
育
功

労
者
と
し
て
岡
村
さ
ん
が
文
部
大
臣
か
ら
の

感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　
岡
村
さ
ん
は
、
昭
和
2
7
年
に
十
日
町
高
校

を
卒
業
。
そ
の
後
、
湯
沢
町
立
三
国
小
学
校
、

下
条
小
学
校
、
新
潟
市
立
坂
井
輪
小
学
校
長

を
歴
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
下
越
教
育
事
務

所
で
指
導
主
事
、
義
務
教
育
課
管
理
主
事
を

歴
任
し
、
4
1
年
間
学
校
教
育
に
携
わ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
定
年
後
も
十
日
町
高
校
の
全
日

制
・
定
時
制
の
書
道
講
師
と
し
て
教
育
に
携

わ
る
一
方
、
保
護
司
と
し
て
更
生
活
動
に
も

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
、

　
現
在
岡
村
さ
ん
は
、
十
日
町
書
道
協
会
会

長
、
毎
日
書
道
展
会
員
、
県
書
道
協
会
参
事

な
ど
、
書
道
界
の
指
導
的
立
場
に
あ
り
ま
す
。

統
計
功
労
で

　
　
　
　
通
商
産
業
大
臣
表
彰

　
こ
の
大
臣
表
彰
は
、
国
が
行
う
各
種
統
計

調
査
に
積
極
的
に
協
力
し
、
そ
の
功
績
が
あ

っ
た
団
体
や
事
業
所
な
ど
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　
※
十
日
町
市
　
　
（
商
業
統
計
調
査
）

　
※
㈱
イ
イ
キ
　
　
（
工
業
統
計
調
査
）

　
※
紺
商
㈱
　
　
　
（
商
業
統
計
調
査
）

　
ま
た
、
宮
澤
敏
雄
さ
ん
（
紺
商
㈱
）
が
通

商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
長
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

一
贈

　基幹産業の織物業など地域内に不況業種が多数

あり、雇用情勢が急速に悪化しているため、失業

の予防及び再就職促進の措置を講ずる地域として

11月5日に当市と北海道室蘭市が「緊急雇用安定

地域」に指定されました。

　当地域の経済は、織物販売額の急激な下落をは

じめとして、建設業、商業などほぼ全業種が売上

げ減となっており、これに伴い新規求人の大幅な

落ち込みや企業整理による離職者も多くみられる

状況にあります。また、ハローワーク管内の常用

有効求人倍率も、4月から9月の平均で0．41倍と

昨年度同期の半分以下となっているなど厳しい経

済・雇用状況が続いています。

　これまでに、市では6月に『緊急経済対策本部』

を設置し、緊急融資制度の創設や公共事業の早期

発注などの対策を講じてきましたが、今回の指定

に伴う雇用調整助成金などの活用により、失業の

予防や雇用の促進・拡大が図られることが期待さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
防
5
」
地
と
と
込
に
求
度
雇
れ
置
な
う
や
す
定
用
労
当
部
定
市
安
し
助
用
市
所
の
業
ワ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
注
伴
防
ま
指
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

〈指定に伴う施策の概要〉

①雇用調整助成金の全業種支給

　　労使間の協定に基づいて休業等を行い、休業

　手当もしくは賃金を支払った事業主に、賃金の

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
す
発

　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
く
成
者
離

伴
整
間
し
助
職

　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
一

②特定求職者雇用開発助成金の支給

　　市内の離職者（45歳以上65歳未満）を公共職

　業安定所の紹介により継続して雇用する労働者

　として雇い入れた事業主に対して、賃金の一部
　
　
　
　

　
　
　
す
別
事
数
日

　
　
　
ま

　
　
　
れ

所
雇
さ

　
　
　
成
保
内
定
支
所

　
　
　
が

③雇用保険の個別延長給付

　　市内の適用事業所の40歳以上の離職者に対し

　て所定給付日数（最高3百日）を越えた基本手

　当の支給（60日を限度）があります。

※事業所説明会は、毎週金曜日午後2時からハロ

　ーワークで開催されます。詳細はハローワーク

　十日町（暦57－2407）へ。

ち
昇
進
が
決
ま
り
、
落
語
界
に
お
い
て
活
躍

を
続
け
て
い
る
功
績
で
す
。

■
（
故
）
根
津
高
明

　
長
年
に
わ
た
り
、
楽
器
演
奏
を
通
し
て
戦

後
の
荒
廃
の
中
、
市
民
に
明
る
い
夢
と
希
望

を
与
え
て
き
た
功
績
で
す
。

■
（
故
）
山
川
幹
雄

　
長
年
に
わ
た
り
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演

奏
な
ど
で
地
域
の
音
楽
活
動
の
発
展
と
向
上

に
尽
力
し
た
功
績
で
す
。

■
北
越
保
育
園

　
長
年
に
わ
た
り
、
園
児
た
ち
の
鼓
笛
隊
を

指
導
し
、
そ
の
演
奏
に
よ
り
地
域
に
楽
し
み

と
潤
い
を
も
た
ら
し
て
き
た
功
績
で
す
。

世
界
女
子
レ
ス
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
選
手
権
で
大
活
躍

　
1
0
月
8
日
㈹
～
1
0
日
ω
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・

ポ
ズ
ナ
ニ
で
「
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
世
界
選
手

権
」
が
開
催
さ
れ
、
塩
ノ
又
の
黄
花
レ
ス
リ

ン
グ
道
場
で
練
習
を
積
ん
だ
日
本
選
手
（
敬

称
略
）
が
次
の
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

■
4
6
㎏
級
　
2
位

　
池
田
美
憂
（
日
本
パ
ン
サ
ー
ズ
）

■
5
1
㎏
級
　
優
勝

　
篠
村
敦
子
（
福
岡
大
学
）

■
5
6
㎏
級
　
7
位

　
清
水
真
理
子
（
埼
玉
栄
高
校
）

■
6
2
㎏
級
　
7
位

　
鈴
木
亜
里
（
日
本
大
学
）

■
6
8
㎏
級
　
1
0
位

　
住
谷
礼
子
（
東
洋
大
学
）

■
7
5
㎏
級
　
優
勝

　
浜
口
京
子
（
浜
ロ
ジ
ム
）

※
団
体
の
部
　
準
優
勝
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　私たちが日常生活を送るうえで欠かすことのできない住居表示。しか

し一般的に市内では、住所を表すときに土地の所在（地番）と行政区（町

内名）という二通りの方法が使われています。中には同じ住所に三つの

呼び方を使っている場合もあります。このため市民の皆さんからは「住

所がいくつもあるようで分かりにくい」「場所の特定を迅速に行える方法

はないだろうか」といった意見や要望が出されています。住居表示はど

うあるべきか、十日町市では直接影響を受ける多くの皆さんとともに、

問題の所在を確認し、解決方法を探っていきたいと思っています。

十
日
町
市
内
で
は
現
在
、
一
般
的

に
二
通
り
の
住
居
表
示
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
つ
は
地
番
と
い
う
も
の

住
ん
で
い
る
の
に
使
い
づ
ら
い
。
だ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
で
考
え
よ
う
。

を
そ
の
ま
ま
住
所
に
し
た
も
の
。
「
寅

甲
○
×
番
地
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
す
。
も
う
一
つ
は
行
政
区
画
の

町
名
で
「
本
町
○
丁
目
」
な
ど
と
い

　　45蹴藁

勲r繭慰

う
表
し
方
で
す
。

　
中
に
は
行
政
区
画
の
町
名
変
更
な

ど
が
行
わ
れ
た
所
も
あ
り
、
そ
う
し

た
地
区
で
は
三
つ
の
呼
び
方
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
島
」
「
住
吉

町
」
「
高
田
町
3
丁
目
」
な
ど
と
呼
ん

で
い
る
場
所
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
地
番
と
住
所
、

住
居
表
示
の
違
い
を
ご
存
知
で
す
か
。

そ
れ
ぞ
れ
、
地
番
“
土
地
の
番
号
。

住
所
H
生
活
の
本
拠
と
し
て
そ
の
人

が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。
住
居
”
人

の
住
ん
で
い
る
場
所
（
家
）
・
住
ま
い

（
三
省
堂
新
明
解
国
語
辞
典
よ
り
引

用
）
。
と
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
住
居
表
示
問
題
と
は
、

地
番
と
は
別
に
住
居
の
表
示
を
分
か

り
や
す
く
表
そ
う
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
。

〈道路方式〉
　（行政区割）
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現
在
使
わ
れ
て
い
る
「
番
地
」
は

も
と
も
と
「
地
番
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
地
番
が
制
定
さ
れ
た

の
は
、
明
治
4
年
の
こ
と
で
す
。
そ

の
主
な
目
的
は
、
土
地
か
ら
の
徴
税

を
行
う
際
に
、
そ
の
所
有
者
と
所
在

を
特
定
す
る
た
め
の
符
号
と
し
て
付

け
ら
れ
た
の
で
す
。
実
は
、
明
治
以

来
使
い
続
け
て
き
た
こ
の
地
番
が
、

現
在
の
分
か
り
に
く
い
住
居
表
示
の

原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
明
治
時
代
、
十
日
町
の
中
心
部
で

は
町
役
場
を
中
心
に
一
帯
を
放
射
状

に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
に
「
子
・

丑
・
寅
…
」
と
い
う
十
二
支
の
名
前

で
地
番
を
割
り
当
て
て
い
き
ま
し
た
。

当
時
の
町
役
場
は
現
在
の
本
町
2
丁

目
、
新
潟
県
信
用
組
合
の
位
置
に
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
を
中
心
に
信

濃
川
方
面
に
直
線
を
引
き
、
時
計
回

り
に
十
二
支
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
地
番
が
そ
の
ま
ま
住
居

表
示
と
し
て
使
用
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
の
で
す
。

　
地
番
は
本
来
、
土
地
の
権
利
を
明

確
に
す
る
た
め
に
付
け
ら
れ
た
財
産

4



番
号
な
の
で
す
が
、
現
在
の
よ
う
に

土
地
の
売
買
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
地
番
H
住
居
表
示
と

い
う
方
法
に
は
多
少
の
問
題
点
が
発

生
し
ま
す
。
例
え
ば
一
つ
の
地
番
に

複
数
の
建
造
物
が
あ
る
場
合
な
ど
が

想
像
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
、
地
番
だ
け
で
は
住
居
を
特
定

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
が

往
々
に
し
て
起
こ
り
う
る
の
で
す
。

　
経
済
発
展
に
伴
い
土
地
の
売
買
が

盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
地
番
は
さ
ら

に
混
乱
し
は
じ
め
ま
し
た
。

　
例
え
ば
1
0
番
地
が
売
ら
れ
、
「
1
0
番

地
1
」
「
1
0
番
地
2
」
と
い
う
「
枝
番
」

が
で
き
て
し
ま
っ
た
り
、
9
番
地
の

人
が
1
0
番
地
を
買
っ
た
場
合
は
、
1
0

番
地
が
欠
番
と
な
り
、
9
番
地
か
ら

11

番
地
へ
「
飛
び
番
」
と
な
っ
て
し

ま
う
と
い
っ
た
こ
と
も
起
き
ま
し
た
。

　
住
居
表
示
の
考
え
方
は
、
不
動
産

で
あ
る
土
地
と
は
別
に
切
り
離
し
、

建
物
に
番
号
を
付
け
、
一
定
の
基
準

に
沿
っ
て
分
か
り
や
す
く
す
る
こ
と

で
す
。
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
住
居
表
示
に
道
路
と
建
物
に
番
号

を
付
け
る
「
ハ
ウ
ス
ナ
ン
バ
ー
制
」

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
が
整
然
と
明

確
に
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
初
め
て

訪
れ
た
人
で
も
迷
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
道
路
と
建
物
に
番
号
を
付
け

〈街区方式〉

□
』

Ω，｝臼り勲争一・・Ω一．一●一

，’

　　曹　“　　　F　『　　曹　F
　曽　　　一甲

個
町

．
円
5

釦
臼
鴫

ロ
臼
O

一
瞳

誘☆そ

・
璽
暫

謬
．
圃

Z
男

名
移影
・

　
　
髪
霧
輪

住居表示Ω＆A
回住居表示後本籍地はどうなりますか？

囚＋日町市・・丁目△△番地（△△番地は従来

　　と同じ）になります。

回住居表示にともなう、各種届は必要ですか？

囚住民登録等の官公庁の台帳類は・それぞれ主

　管の所で書き替えることになります。

　〉各種免許証は、本人の申請で新しい住居表示

　に書き替えることになります。〉不動産の登記

　簿の土地等の所在は登記所で新しいものに書き

　替えますが、所有者の住所は変更事由の発生の

　際、自分で直す必要があります。その際は市が

　無料で発行する証明書を添付することになりま

　す。〉法人は、代表理事等の住所欄の変更届（本

　社、本社及び主たる事務所＝2週間以内、支社

　等＝3週間以内）が必要。この証明書も市が無

　料発行します。名刺、封筒、看板類の住所は自

　分で直すことになります（実施時に資料を配布

　します）。

る
と
し
て
も
、
土
地
の
番
号
は
変
え

な
い
の
で
土
地
の
面
積
に
増
減
が
生

じ
る
と
か
、
国
土
調
査
が
終
わ
ら
な

け
れ
ば
実
施
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
日
本
で
は
、
町
内
の
区
割
り

を
「
街
区
方
式
」
と
「
道
路
方
式
」

の
二
通
り
の
方
法
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
現
状
で
は
「
街
区
方
式
」
が
ほ

と
ん
ど
で
、
「
道
路
方
式
」
は
数
件
し

か
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。

　
十
日
町
市
に
ふ
さ
わ
し
い
住
居
表

示
は
ど
ち
ら
か
を
含
め
市
民
に
も
来

訪
者
に
も
分
か
り
や
す
い
住
居
表
示

の
実
現
を
、
と
も
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

鋼

　
　
　
　
時

’
催
衡

・
開
厩

　
　
　
　
場

饗
醐

．
鐡
鯛

繊
園
繋
旧
賑

繊
M
鵬
露

講演会（午後1時15分～午後3時）

〉水内俊雄先生（大阪市立大学助教授）

　　　都市問題や住宅問題の歴史や現状分析を手がけ、イン

　　　　ターネット講座を開講中

レ桑子敏雄先生（東京工業大学大学院教授）

　　　著書も多数出版され、現在は雑誌「SINRA」（新潮社）

　　　　にエッセイを掲載中

パネルディスカッション（午後3時15分～）

レパネラー

　十日町郵便局局長　　　　　　　高田幸一さん

　十日町警察署地域課長　　　　入山　　隆さん

　十日町地域消防本部警防課長補佐根津征吉さん

　十日町郷土史家　　　　　佐野良吉さん
　㈹十日町青年会議所理事長　　吉田之人さん

　十日町市長　　　　　　　　本田欣二郎さん

〉コーディネーター

　㈹十日町青年会議所副理事長庭野茂美さん
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平
成
1
2
年
4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、
今
ま
で
の
福
祉
制
度
と
は
全
く
変
わ
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
い
っ
た
い
ど
ん
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。
十
日
町
地
域

介
護
保
険
共
同
化
検
討
協
議
会
（
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南
町
・
中
里

村
・
松
代
町
・
松
之
山
町
で
構
成
）
で
は
今
回
、
介
護
保
険
を
み
ん
な
で

考
え
る
た
め
の
講
演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
事
前
の
参
加
申
込
み
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
当
日
会
場
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
新
し
い
制
度
を
よ
り
よ
い
方
向
に
進
め
る
た
め
に
、
一
人
で
も
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

會基調講演　パート1（午後1時15分～）

　『市町村は今、

　　　　何をしていかなければならないか』

11

月
27
日
轡
午
後
－
時
か
ら

市
民
会
館
ホ
ー
ル

　　　厚生省介護保険制度施行準備室次長神田裕二氏

　介護保険という新しい制度導入を前に、市町村はどう変わら

なければならないのでしょうか。国が求める市町村像とは…。

會基調講演　パートII（午後2時～）

　『介護保険　行政がやるべきこと、

　　　　　　　　　　住民がやるべきこと』

　　　地方自治総合研究所政策研究部長　池田省三氏

　保険者となる市町村も、被保険者となる住民も不安がいっぱ

いの介護保険。行政と住民が一緒になって作り上げていかなけ

ればならないこの制度について、辛口なアドバイス？

會パネルディスカッション（午後3時～）

　『介護保険なんでもΩ＆A』

　　　◆パネラー　　神田裕二氏／池田省三氏
　　　◆コーディネーター　菅野弘子氏（福祉自治体ユニット事務局長）

　壇上の3人と参加者との質疑応答コーナー。官民両方からの

疑問点を分かりやすく説明していただきます。

■主催　十日町地域介護保険共同化検討協議会

　　　　（十日町市・川西町・津南町・中里村・松代町・松之山町）

■協賛　福祉自治体ユニット

■後援　新潟県、十日町新聞社、十日町タイムス社、週報とお

　　　　かまち社、津南新聞社、ザ・ニューズ、東頸新聞、新

　　　　潟日報、毎日新聞新潟支局、朝日新聞新潟支局、NHK

　　　　新潟放送局、TeNYテレビ新潟　他

※駐車場が限られていますので、なるべく相乗り等ご協力をお

願いします。なお、講演会についての問い合わせは、健康福
　祉課介護保険担当（姪57－3111内線135）までお願いします。
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十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
（
小
林
辰
雄
会
長
）
、
十
日
町
市
租
税
教
育

推
進
協
議
会
（
会
長
本
田
市
長
）
、
十
日
町
税
務
署
で
は
、
中
学
生
を
対
象
に
、

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
将
来
の
税
の
担
い
手

と
な
る
中
学
生
か
ら
、
税
の
必
要
性
や
仕
組
み
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
の
応
募
点
数
は
、
作
文
の
部
が
3
2
9
点
、

標
語
の
部
が
7
8
8
点
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
特
に
優
秀
だ
っ
た
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

作
文
の
部

◆
十
日
町
税
務
署
長
賞

優
秀
賞
　
金
澤
実
名
子
（
中
条
中
3
年
）

　
＊
原
文
を
掲
載

◆
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

最
優
秀
賞
　
中
村
有
紀
（
中
条
中
3
年
）

優
秀
賞
　
阿
部
か
な
江
（
十
中
2
年
）

　
　
　
　
　
池
田
文
隆
（
中
条
中
3
年
）

　
　
　
　
　
林
　
恵
美
子
（
南
中
3
年
）

　
　
　
　
　
矢
口
夏
海
（
南
中
3
年
）

　
　
　
　
　
宮
澤
敏
之
（
南
中
3
年
）

標
語
の
部

◆
関
東
信
越
国
税
局
長
賞

優
秀
賞
　
中
村
有
紀
（
中
条
中
3
年
）

「
支
え
て
る

　
　
あ
な
た
の
税
が
　
こ
の
国
を
」

佳
　
作
　
　
田
村
　
裕
暢
（
下
条
中
1
年
）

「
税
金
で

　
　
ぼ
く
も
一
役
　
国
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
斎
木
朝
子
（
南
中
1
年
）

「
わ
た
し
の
夢

　
　
あ
な
た
の
未
来
　
税
金
で
」

　
　
　
　
　
中
村
　
恵
（
南
中
3
年
）

「
幸
せ
な

　
　
く
ら
し
の
う
ら
に
は
　
税
が
あ
る
」

◆
十
日
町
税
務
署
長
賞

優
秀
賞
　
山
口
真
也
（
下
条
中
3
年
）

「
税
金
で

　
　
住
み
よ
い
暮
ら
し
の
　
実
現
を
」

　
　
　
　
　
庭
野
千
絵
（
十
中
3
年
）

「
税
金
で

　
　
国
の
明
る
さ
　
守
り
ま
す
」

　
　
　
　
　
波
形
　
　
歩
（
中
条
中
2
年
）

「
税
金
を

　
　
し
っ
か
り
納
め
て
　
よ
い
未
来
」

　
　
　
　
　
長
澤
美
穂
（
南
中
1
年
）

「
税
金
お
さ
め

　
　
つ
く
り
あ
げ
よ
う
　
明
る
い
社
会
」

　
　
　
　
　
柳
美
香
（
吉
田
中
3
年
）

「
税
金
を

　
　
納
め
て
生
ま
れ
る
　
明
る
い
社
会
」

　
　
　
　
　
福
崎
真
崇
（
水
沢
中
3
年
）

「
税
金
は
　
住
み
よ
い
社
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
る
カ
ギ
」

◆
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

最
優
秀
賞
　
半
戸
明
日
香
（
南
中
1
年
）

「
生
き
て
い
る

　
　
あ
な
た
の
税
が
　
こ
の
街
で
」

優
秀
賞
　
米
持
早
苗
（
南
中
2
年
）

　
　
　
　
　
高
橋
　
望
（
南
中
2
年
）

　
　
　
　
　
俵
山
明
菜
（
南
中
2
年
）

　
　
　
　
　
上
村
や
ま
め
（
中
条
中
3
年
）

　
　
　
　
　
高
橋
優
介
（
十
中
3
年
）

未
来
へ
つ
な
が
る

　
　
　
大
黒
柱
の
税
金
を

金澤実名子さん
　（中条中3年）

　
私
の
税
金
に
対
し
て
の
疑
問
は
、
税
金

が
本
当
に
人
々
の
役
に
立
つ
よ
う
な
こ
と

に
使
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
々

は
税
金
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
よ
う
で
、

あ
ま
り
知
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
ん
な
疑
問
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、

や
が
て
税
金
と
い
う
も
の
を
批
判
す
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
最
近
消
費
税
が
前
よ
り
2
％
も
増
え
る

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
は
私
も
驚
き
不
服

を
持
ち
ま
し
た
。
き
っ
と
私
の
ほ
か
に
も

た
く
さ
ん
消
費
税
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と

に
、
よ
い
気
を
持
た
な
か
っ
た
人
が
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
、
そ
の
考
え
が
間
違
い
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
人
々
の
税
金
で
で

き
た
福
祉
施
設
が
な
か
っ
た
ら
、
自
分
た

ち
の
通
る
道
が
き
ち
ん
と
舗
装
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
ら
…
な
ど
、
税
金
を
納
め
な
け

れ
ば
困
る
こ
と
が
次
々
と
で
て
き
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
私
た
ち
に
と
っ
て
一
番
困

る
こ
と
は
、
学
校
の
こ
と
で
す
。
税
金
を

納
め
て
い
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
が
勉
強
す

る
た
め
の
資
料
と
な
る
教
科
書
が
な
く
、

そ
し
て
教
え
て
く
れ
る
先
生
も
い
な
く
な

る
の
で
す
。
こ
れ
で
は
勉
強
な
ん
て
で
き

な
く
な
る
し
、
学
校
と
い
う
も
の
の
あ
る

意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
学
校

に
行
か
な
く
て
も
よ
く
な
り
、
友
達
と
会

う
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
今
の
自
分
に
は
本
当
に
困
る
こ
と
で

す
。　
だ
か
ら
税
金
と
い
う
も
の
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
な
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
が
後
5
0
年
く
ら
い
た

っ
た
と
き
、
働
け
ず
に
困
っ
て
い
る
と
き

に
、
今
税
金
を
納
め
て
い
る
お
か
げ
で
年

金
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
は
税
金
を
絶
対
に
払
わ
な
く
て
は
い

け
な
く
、
人
々
に
と
っ
て
は
本
当
に
重
い

荷
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
け
ど
今
の
自

分
た
ち
の
暮
ら
し
が
あ
る
の
は
、
人
々
が

し
っ
か
り
と
税
金
を
納
め
て
き
て
く
れ
た

か
ら
で
す
。
だ
か
ら
私
た
ち
も
今
し
っ
か

り
と
税
金
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
未
来

の
自
分
た
ち
の
住
み
良
い
暮
ら
し
を
つ
く

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は
何
の
気
な

し
に
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
深
く
考
え
て

み
る
と
、
本
当
に
税
金
に
は
感
謝
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
す
が
最
近
、
「
税
金
を
ム
ダ
に
使
っ
て

い
る
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
税
金
は

人
々
が
苦
労
し
、
国
を
よ
い
方
向
に
向
か

せ
よ
う
と
し
て
納
め
て
い
る
も
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
れ
か
ら
先
は
、
こ
の
よ
う
な
言

葉
が
聞
か
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で

す
。　
日
本
と
い
う
国
を
支
え
る
大
黒
柱
の
税

金
、
こ
れ
か
ら
先
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
だ

け
ど
今
の
自
分
た
ち
の
生
活
、
未
来
の
自

分
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
大
黒
柱
な
の
だ

か
ら
、
そ
れ
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
に
税
金

を
し
っ
か
り
と
納
め
て
い
く
べ
き
な
の
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
「
世
界
一
住
み
よ
い
国
日
本
」

と
い
う
言
葉
が
似
合
う
国
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
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根っからの鳥好き、

自然大好きグループ。

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係費57－3H　I内線213へ。 1月15日の「ガン・カモ調査」

轍墾灘

最初は5・6人の鳥好きが集まったグループでした。昭

和45年、役所の声がかりで菅沼～大池で初めての探鳥会を

行いました。この年、関口愛吉さんを初代会長に十日町野

鳥の会が発足したのです。発会年は長岡の野鳥の会とほぼ

同じ、歴史のある会です。系統だった探鳥会は50年からで

復刊された

機関紙「おおるり」

すが、この間47年には会の機

関紙「おおるり」の発行を年

1回開始しました。しかし、

58年第10集記念号で休刊。そ

れが今年復刊しました。

会の事業は年15回程度の探

鳥会の実施です。会が独自に

行う探鳥会は少ないのですが

愛護林校・愛鳥モデル校など

学校関係、市町村社会教育課

や公民館などが主催する探鳥

会に講師として協力をしています。また、県の依頼で毎年

1月15日「ガン・カモ調査」を浅河原調整池と宮中の堰堤

で行ったり、環境庁の依頼を受け、野鳥リストの作成を行

ったりもしています。

活動が早朝ということもあり、お酒を飲む機会もありま

せん。ただ、年に1回だけ「ガン・カモ調査」終了後、会

長宅で新年会と総会を兼ねた親睦を行います。現在の会員

は約40人。私たちの会は鳥のように自由にということでも

ないのですが、会則も会費もありません。純粋に鳥が好き・

自然が好きという人たちの集まりです。

　1回の探鳥会で見ることのできる鳥の数は30～50種類。

昔は道楽などと言われましたが、今になってみればこんな

いい趣味はないと思います。道具といえば双眼鏡だけで金

がかからず、人に迷惑をかけず、年齢・性別に関係なく、

勝ち負けがありません。その上健康に良いときています。

入会を希望される方は古沢昭三（智52－6520）へ。

●懸傭蝉融馨◎⑳職くハ鹸o㈱鞭窃噛鱒嚇隠㊤o

絶
麹
　
　
　
盤
聖
翰

　
　
　
　
　
　
讐
鰹

　
　
　
　
の

　
　
　
ん
7
4

　
　
　
さ
ぞ

　
　
　
ズ
5
8

　
　
　
　
暦

　
　
　
力
2

　
　
　
ロ
沢

　
　
、
趨

　
　
　
　
（

霧
犠
之
乏
O

難　このコーナーでは、登場していただく人を　募集しています。問い合わせは企画人事
　課広報広聴係智57－3111内線213へ。

　
き
ん
ぴ
ら
エ
ツ
グ

　
食
卓
に
「
も
う
一
品
」
と
思
っ

た
時
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
手

早
く
簡
単
に
で
き
ま
す
よ
。
最
近

ま
で
学
校
の
給
食
室
に
勤
め
て
い

ま
し
た
が
￥
子
供
た
ち
に
も
好
評

の
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
。
ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ
い
。

〈
作
り
方
〉

①
ゴ
ボ
ウ
は
約
3
㎝
の
長
さ
の
細

　
い
干
切
り
に
し
て
水
に
さ
ら
す
。

　
ニ
ン
ジ
ン
も
同
じ
よ
う
に
切
っ

　
て
お
く
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
て
サ
ラ
ダ

　
油
を
ひ
き
、
ゴ
ボ
ウ
が
し
な
や

　
か
に
な
る
ま
で
先
に
い
た
め
．

　
そ
の
あ
と
ニ
ン
ジ
ン
を
加
え
て

　
さ
ら
に
い
た
め
、
砂
糖
￥
塩
￥

　
酒
で
味
付
け
を
し
て
￥
き
ん
ぴ

　
ら
に
す
る
。

③
目
玉
焼
き
ホ
イ
ル
に
冷
ま
し
た

　
②
を
入
れ
￥
卵
を
く
ず
さ
な
い

　
よ
う
に
割
り
入
れ
る
。

④
③
を
5
～
8
分
ほ
ど
蒸
し
器
で

　
蒸
す
。

　
　
出
来
上
が
っ
た
ら
塩
￥
コ
シ

　
ョ
ウ
を
ふ
り
￥
彩
り
に
パ
セ
リ

　
を
そ
え
る
。

亀翻騨㊧懸繍嚢鞠㊥o

繋縷難0鱒O

材料（5人分）
卵…5イ固

ゴボウ…3009
ニンジン…200g
パtzリ…少々

サラダ油…大さじ2
砂糖…大さじ1％

塩…大さじ2￥酒…大さじ1
コショウ…少々

鑛

殿
　
　
　
態

　
　
　
　
蟹

　
　
　
　
　
　
灘
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪
鯵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

灘

纏
麟灘鵬翻翻VW麟麟⑱鱒刷翻曝
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じょうずに

描けたね47
⑱飛渡保育園

阿部篤史くん
　（5歳）

　ウルトラマンがイアが怪獣とた

たかっているところだよ。ぼくは

大きくなったら大工さんになって

怪獣に壊されない家をつくるんだ。

麟．

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

本気の本音
㊧講鷹から㊧．

騒　　
　
　
結
婚
1
～
2
年
後
で
し
ょ
う
か
、
ギ
フ
ト
屋
の
仕
事
は
人
の
勧
め
で
始

　
　
　
め
た
ん
で
す
。
1
度
倒
産
し
、
人
生
の
地
獄
を
み
ま
し
た
。
で
も
こ
の
時

ほ
ど
人
の
情
け
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妻
に
は
本
当
に

苦
労
を
か
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
の
二
言
で
す
ね
。

ゆ
っ
く
り
温
泉
に
で
も
行
き
た
い
で
す
ね
。

醗　　
　
　
本
当
に
波
乱
万
丈
の
2
5
年
間

　
　
　
で
し
た
。
夫
と
は
家
が
近
所
同
士
で

中
古
車
販
売
を
し
て
い
た
関
係
か
ら
、

た
ま
た
ま
私
が
車
を
買
う
こ
と
に
な
り
付
き

合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
実
は
押
し
か
け
婿
さ
ん

な
ん
で
す
よ
。
こ
ん
な
苦
労
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
在
こ
う
い
う
ふ
う
に
一
緒
に
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
強
く
引
き
合
っ
て
い

る
何
か
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
来
年
の
温
泉
旅
行
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

力
強
い
男
の
子
4
人
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
含
め
8
人
家
族
と
、
市
内
で
は
め
ず
ら

し
い
大
家
族
の
遠
藤
正
平
さ
ん
（
寿
町
1
）
、
愛
子
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　飛んでいたよ。お田さんが作って
　　　　このコーナーでは、登場していただく人を募集しています。　　　　　　　　●　　　　　　　　＿》藤
　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係岱57－3111内線213へ．　　　　：　くれた栗しはんがおいしかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

灘

　
小
貫
に
1
3
人
兄
弟
の
1
2
番
目
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
は
現
在
の
飛

二
小
に
あ
っ
た
尋
常
小
学
校
を
卒
業

し
、
そ
の
後
は
中
条
の
尋
常
高
等
小

学
校
と
現
在
の
総
合
高
校
の
前
身
で

あ
る
県
立
染
織
講
習
所
で
学
び
ま
し

た
。
高
等
小
学
校
時
代
は
朝
5
時
か

ら
片
道
3
時
問
の
徒
歩
通
学
を
し
ま

し
た
。
日
没
の
早
い
季
節
は
真
っ
暗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う
ち
ん

な
山
道
を
帰
る
た
め
、
母
が
提
灯
を

手
に
村
の
入
口
で
私
を
待
っ
て
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

く
れ
ま
し
た
。
母
の
灯
す
一
点
の
明

　
　
　
　
　
あ
ん
ど

り
に
心
か
ら
安
堵
し
た
も
の
で
す
。

　
卒
業
し
て
勤
め
た
実
家
の
機
屋
は

2
年
後
に
倒
産
。
次
に
働
い
た
浅
草

の
紙
屋
も
経
営
者
が
夜
逃
げ
を
し
、

19

歳
の
私
は
一
人
で
負
債
整
理
を
こ

な
し
ま
し
た
。
そ
の
後
新
天
地
を
見

つ
け
る
べ
く
大
阪
に
渡
っ
た
も
の
の
、

到
着
し
て
3
日
目
に
ス
リ
に
全
財
産

を
奪
わ
れ
た
の
で
す
。
途
方
に
暮
れ

今
里
と
い
う
場
末
に
迷
い
込
ん
だ
私

庭野静二さん
（中条下町）88歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。間い合わせは企画人事課広報広

聴係奮57－3111内線213へ。

は
、
あ
ま
り
の
空
腹
か
ら
あ
る
カ
フ

ェ
に
立
ち
寄
つ
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

ひ
と
つ
注
文
し
ま
し
た
。
無
一
文
の

私
に
代
金
を
払
う
す
べ
も
な
く
、
食

べ
た
後
に
店
の
奥
さ
ん
に
事
情
を
話

し
た
と
こ
ろ
「
あ
な
た
を
こ
こ
で
見

逃
し
た
と
し
て
も
、
明
日
を
も
知
れ

ぬ
ま
ま
で
は
何
に
も
な
ら
ぬ
」
と
警

察
に
突
き
出
す
ど
こ
ろ
か
、
寝
場
所

と
職
探
し
の
資
金
を
貸
し
て
く
れ
た

の
で
す
。
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
人
生

を
左
右
す
る
大
き
な
出
会
い
で
し
た
。

　
人
の
温
か
な
心
に
報
い
よ
う
と
職

探
し
を
続
け
、
1
週
間
後
に
7
0
倍
の

難
関
を
突
破
し
て
「
蘇
州
洋
行
」
と

い
う
貿
易
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
母
の
急
逝
を
機
に
帰
省
し
、

以
来
農
協
人
と
し
て
働
き
な
が
ら
、

理
事
も
1
5
年
間
務
め
上
げ
ま
し
た
。

19

歳
で
出
会
っ
た
恩
人
を
今
も
忘
れ

が
た
く
、
戦
後
に
再
び
大
阪
を
訪
ね

ま
し
た
が
、
そ
の
店
は
戦
禍
の
中
で

跡
形
も
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
人

の
恩
情
に
よ
っ
て
、
人
の
人
生
は
変

わ
る
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
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花の道のプランづくりは

みんなの手で

　
1
0
月
1
7
日
㈲
～
2
5
日
㈲
、
太
田
島
な
ど
を
会
場
に
里

創
プ
ラ
ン
の
花
の
道
事
業
の
一
環
と
し
て
、
花
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
花
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
袴
田
京
太
郎
さ
ん
と
立
木
泉
さ
ん
を
迎
え
、
花
の

道
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
普
及
に
役

立
て
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
広
域
6
市
町
村

か
ら
延
べ
2
2
0
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
丸
太
や
木
の
枝
、
杉
の
葉

や
ユ
リ
な
ど
を
使
っ
て
花
の
道
を
飾
る
オ
ブ
ジ
ェ
づ
く

り
や
、
将
来
の
花
の
道
を
プ
ラ
ン
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
花
の
道
の
事
業
の
参
加
者
に
付
け
て
い
た
だ
く
花

の
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
1
0
月
1
7
日
ω
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
第
2
9
回
中
魚
沼
郡
十
日

　
　
｛
玉
町
市
錦
鯉
品
評
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
台
風
の

は
至
影
響
で
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
会

鯉
の
場
に
は
5
0
0
人
を
越
え
る
人
た
ち
が
訪
れ
、
優
雅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

錦
沼
泳
ぐ
錦
鯉
に
魅
入
っ
て
い
ま
し
た
．
出
品
レ
ベ
ル
が
全

石
魚
国
ク
ラ
ス
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
観
客
の
中
に
は
遠
く

宝
に
九
州
や
関
西
か
ら
か
け
つ
け
る
常
連
さ
ん
も
い
ま
す
．

ぐ
さ
　
　
十
日
町
中
魚
沼
地
域
は
、
国
内
最
大
の
錦
鯉
産
地
、

永
ま
小
千
谷
や
山
古
志
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
昔
か
ら
錦
鯉

、
マ　
　
　
　
養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
趣
味
で
育
て
る
人

　
　
　
　
や
養
殖
販
売
を
通
じ
全
国
に
名
を
は
せ
る
人
な
ど
本
会

　
　
　
　
の
出
品
者
は
様
々
で
す
が
、
今
後
も
錦
鯉
生
産
を
通
じ

　
　
　
　
当
地
域
の
顔
を
育
て
た
い
と
い
う
思
い
は
一
つ
で
す
。

履宏ひ¢5．
十日町高校、津南高校の英語指導助手
力ナダモントリオール出身

aρ

　日本に来て最初の数か月は信じられないくらい早く過ぎ

ました。十日町での生活も何とか落ち着きました。夏祭り

がたくさんあり、私自身本当に楽しむことができました。

その夏も過ぎ、今では木々の葉も色を変え、冬が間もなく

やってこようとしています。今週「こたつ」を試しに使っ

てみました。「こたつ」にもぐりこむのが寒い冬の夜を過ご

す理想的な方法だと思いました。冬の準備はOKです。日本

で経験していないことはまだたくさんあります。次に考え

ているのは温泉に行くこと。皆さんがすばらしい秋晴れの

日を楽しんで過ごしてくれることを期待しています。来た

る冬に備え温かくしてお過ごしください。

「　　竃，’P　　　　　ジェニファー・ロジャース

　　　　Well，my　first　few　months　in　Japan　have　passed　by

unbelievably　quickly．l　have　settled　in　we”to　life　in　Toka－

machi．The　summer　flew　by，fi”ed　with　summer　festivals

at　which　l　enjoyed　myself　immensely．Now，the　Ieaves　are

changing　colour　and　winter　wi”soon　be　upon　us．I　have

had　a　chance　this　week　to　test　out　my　kotatsu．l　have

decided　that　snuggling　up　under　a　kotatsu　is　an　ideal　way

to　spend　a　cold　winter　night。I　am　ready　for　winter！There

are　many　experiences　l　have　not　yet　had　in　Japan．Next

on　my”st　is　a　visit　to　the　onsen。l　hope　you　a”get　a

chance　to　enjoy　the　beautiful　days　autumn　brings　us．

Keep　warm　in　the　months　to　come．
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昆虫標本の部で
市内から金賞が2点

　
平
成
1
0
年
度
県
下
生
物
標
本
・
自
然
科
学
写
真
展
が

10

月
2
1
日
㈱
～
2
5
日
㈲
、
長
岡
市
厚
生
会
館
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
児
童
生
徒
か
ら
自
然
の

観
察
と
研
究
を
通
じ
て
科
学
の
知
識
を
深
め
、
自
然
保

護
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
長
岡
市
立

科
学
博
物
館
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
展
示
会
に
先
立
ち
1
0
月
2
0
日
に
は
審
査
会
が
行
わ
れ
、

市
内
か
ら
次
の
2
点
が
金
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
※
越

井
雄
也
く
ん
（
十
日
町
中
学
校
2
年
）
の
昆
虫
の
ぬ
け

が
ら
標
本
と
、
福
崎
孝
介
く
ん
・
俵
山
翔
く
ん
・
徳
永

峻
也
く
ん
・
福
崎
沙
那
花
さ
ん
・
俵
山
歩
く
ん
（
六
箇

小
学
校
1
年
）
福
崎
正
典
く
ん
・
徳
永
香
菜
さ
ん
（
同

2
年
）
の
六
箇
の
虫
標
本
（
写
真
）
で
す
。

　
　
　
　
　
1
0
月
2
5
日
㈲
、
十
日
町
青
年
学
級
開
設
5
0
周
年
記
念

た
集
会
が
ク
。
ス
ー
0
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
・
青
年
学
級
は

っ
ジ
昭
和
2
3
年
に
青
年
講
座
と
し
て
開
設
さ
れ
て
以
来
学

合
一
諭
麓
舗
管
殼
藝
搬
簸
個
糠
概

て
の
の
あ
っ
た
公
民
館
長
、
講
師
な
ど
へ
の
感
謝
状
贈
呈
や
、

し
し
ス
ラ
イ
ド
で
半
世
紀
を
振
り
返
っ
た
後
・
宮
沢
県
教
育

徹
か
次
長
に
よ
る
記
念
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
㌃
式
典
終
了

を
つ

夜
な
後
の
祝
賀
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
宣
口
び
合
う
輪

　
　
　
　
が
会
場
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ま
た
同
日
、
青
年
学
級
発
祥
の
場
で
あ
っ
た
水
月
寺

　
　
　
　
（
昭
和
町
通
り
）
に
お
い
て
、
在
籍
者
約
8
千
人
の
心

　
　
　
　
の
拠
り
所
と
な
る
記
念
碑
の
除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

識露聾鯉甦蟹鯛

問
健
健
盈

●

健
康
づ
く
り
3
0
0
日
運
動

～
日
本
一
の
健
康
都
市

　
　
　
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

　
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
か
ら

健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら

い
、
継
続
し
た
健
康
づ
く
り
を
目
標

と
し
て
「
健
康
づ
く
り
3
0
0
日
運

動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
は
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
3

要
素
と
、
各
種
検
診
に
よ
る
健
康
チ

エ
ッ
ク
が
大
切
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、

身
体
を
動
か
す
運
動
と
検
診
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
昨
年
1
0
月
1
日
か
ら
4
年
後
の
平

成
1
3
年
8
月
31
日
ま
で
の
期
問
で
行

っ
て
い
ま
す
。

記
録
力
ー
ド
の
活
用
を

　
こ
の
カ
ー
ド
（
A
5
サ
イ
ズ
）
は

市
役
所
健
康
福
祉
課
・
地
区
公
民

館
・
総
合
体
育
館
・
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
い
ろ
い
ろ
体
を

動
か
し
た
り
検
診
を
受
け
た
り
し
て
、

3
0
0
の
マ
ス
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
い

き
ま
す
。

　
目
標
を
達
成
し
た
ら
、
市
役
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定
証
を
後

日
さ
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
2
回
（
6

0
0
日
）
・
3
回
（
9
0
0
日
）
・
4

回
（
1
2
0
0
日
）
達
成
の
人
に
は

ほ
か
に
記
念
品
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
8
人
が
達
成

次
の
8
人
の
皆
さ
ん
が
達
成
し
て

い
ま
す
。

堀
　
ゑ
つ
子
さ
ん

徳
永
夏
子
さ
ん

中
山
孝
子
さ
ん

楮
澤
英
男
さ
ん

小
海
茂
子
さ
ん

岡
村
建
治
さ
ん

尾
身
範
子
さ
ん

西
川
ヤ
イ
さ
ん

（
旭
ケ
丘
）

（
土
市
4
）

（
旭
ケ
丘
）

（
寿
町
2
）

（
高
山
3
）

（
北
新
田
2
）

（
旭
ケ
丘
）

（
四
日
町
2
）

　
こ
れ
か
ら
寒
い
時
期
、
で
き
る
だ

け
体
を
動
か
し
て
冬
場
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

撫
轟
蹴
、
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寄付ありがとう
　　　io月25目届け出分まで（敬称略）

國地域福祉事業へ＝㈱共同メンテナ

ンス（南新田1・100，000円）伊達川

原屋（伊達4・32，100円）シルバー

会（栄町・5，000円）川泉お客様一同

（新座2・4，609円）新潟県理容環境

衛生同業組合十日町支部（100，000

円）稲和会創立25周年記念集会参加

者一同（37，509円）匿名（50，000円）

匿名〈70，000円）

脳社会福祉事業へ二中町学（為永・

50，000円〉十日町郵便局（100，000円）

薗羽根川荘へ二仲好会（5，500円）中

条会（5，800円）上原老人クラブ（900

　
　
鶴
欝

轟
懸
難
讐
か
け
ま
せ
ん
か

．
磯
　
驚

脚撚
第
2
回
桑
原
昭
夫
写
真
展

笏
日
時
H
n
月
1
3
日
樹
～
2
0
日
働
午
前
9

時
～
午
後
9
時
（
た
だ
し
、
最
終
日
は
午

後
5
時
ま
で
）
霧
場
所
H
公
民
館
本
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー
霧
問
合
せ
H
公
民
館
本
館
（
智

57
1
5
0
1
1
）
へ
。

「
自
然
写
真
集
団
・
四
季
」

　
　
　
　
　
　
　
写
　
真
　
展

笏
日
時
H
n
月
2
7
日
働
～
2
9
日
㈲
午
前
9

時
～
午
後
9
時
（
た
だ
し
、
最
終
日
は
午

後
5
時
ま
で
）
霧
場
所
H
公
民
館
本
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー
雛
問
合
せ
口
公
民
館
本
館
へ
。

清
水
好
和
洋
画
作
品
展

雛
日
時
判
n
月
1
日
㈲
～
3
0
日
㈲
雛
場
所

H
十
日
町
駅
地
下
道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
笏
問
合

せ
H
公
民
館
本
館
へ
。

市
吹
の
定
期
演
奏
会

霧
日
時
H
H
月
2
2
日
㈲
午
後
2
時
～
（
1

時
3
0
分
開
場
）
霧
場
所
H
市
民
会
館
ホ
ー

ル
霧
曲
目
H
音
楽
祭
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
、

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
、
も
の
の
け
姫
ほ
か
霧
入

場
料
ほ
7
百
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）
籔

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
”
イ
ト
ー
楽
器
、
楽
器
の

オ
ギ
ノ
、
公
民
館
本
館
雛
問
合
せ
H
佐
藤

圭
亮
（
智
5
7
1
9
1
3
8
）
へ
。

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
1
1
月
の
定
期
投
影

霧
日
時
H
n
月
1
5
日
㈲
・
2
2
日
㈲
午
前
n

時
～
4
0
分
間
笏
場
所
H
中
里
村
U
モ
ー
ル

雛
入
場
料
H
一
般
一
2
百
円
、
中
学
生
以

下
“
百
円
霧
間
合
せ
H
中
里
村
教
育
委
員

会
（
智
6
3
－
4
4
7
8
）
へ
。

介
護
保
険
制
度
説
明
会

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
介
護
保
険
制
度
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
説
明
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
に
、
ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

纏
日
時
・
会
場

日
　
　
時

会
　
　
　
場

H
月
1
9
日
㈲

川
治
地
区
公
民
館

n
月
2
0
日
㈹

十
日
町
市
公
民
館

11

月
2
4
日
㈹

水
沢
地
区
公
民
館

12

月
1
日
㈹

中
条
地
区
公
民
館

12

月
3
日
㈲

飛
渡
地
区
公
民
館

12

月
8
日
㈹

六
箇
地
区
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
の
会
場
と
も
午
後
7
時

30
分
か
ら
1
時
間
程
度
で
す
。

◆
一
日
公
庫
開
設
し
ま
す
　
笏
目
時
H
n

月
1
6
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
笏
場
所

“
十
日
町
商
工
会
議
所
笏
対
象
H
①
新
た

な
設
備
投
資
を
計
画
し
て
い
る
人
②
仕
入

資
金
や
決
済
資
金
等
の
年
末
運
転
資
金
の

利
用
を
お
考
え
の
人
ほ
か
笏
問
合
せ
”
十

日
町
商
工
会
議
所
（
費
57
i
5
1
1
1
）

へ
。
※
当
日
、
借
入
申
込
み
の
受
付
と
同

時
に
融
資
の
相
談
を
し
ま
す
。
印
鑑
、
決

算
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

信
濃
川
に
水
を
戻
す

　
　
　
　
　
中
魚
沼
郡
・
十
日
町
市
決
起
集
会

■
日
時

■
場
所

■
主
催

”
月
1
5
日
㈲
　
午
後
7
時
～

J
A
十
日
町
農
業
協
同
組
合
本
所
大
ホ
ー
ル
（
高
田
町
6
）

十
日
町
市
・
津
南
町
・
川
西
町
・
中
里
村
・
信
濃
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

　
信
濃
川
を
抜
き
に
、
十
日
町
市
は
語
れ

ま
せ
ん
。
信
濃
川
は
太
古
の
昔
か
ら
人
々

に
は
か
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
在
の
信
濃
川
は
、
水

力
発
電
の
た
め
だ
け
に
独
占
的
に
使
用
さ

れ
、
川
沿
い
に
住
む
私
た
ち
が
川
と
関
係

を
持
て
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
信
濃
川
を
考
え
て
い
く
上

で
必
要
な
こ
と
は
、
水
力
発
電
を
行
う
に

し
て
も
、
サ
ケ
や
マ
ス
が
の
ぼ
っ
て
く
る

流
量
は
川
に
あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
十
日
町
市

で
は
信
濃
川
の
維
持
流
量
の
大
幅
な
増
大

を
建
設
省
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
に

強
く
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
十
日
町
市
だ
け

が
努
力
し
て
も
な
か
な
か
前
へ
進
み
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
夏
か
ら
中
魚
沼
郡
・

十
日
町
市
に
お
い
て
広
域
的
な
署
名
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
署
名
活
動
も
集
約

を
完
了
し
今
後
署
名
の
成
果
を
持
っ
て
建

設
省
・
J
R
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
・
東
京

電
力
㈱
等
の
関
係
機
関
へ
維
持
流
量
の
増

大
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
の
活
動
の
節
目
と
し
て

決
起
集
会
を
開
催
し
、
次
の
活
動
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
集
会
に
多
数
参

加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　　羅　灘幾
鰯

　
　
　
　
　
　
簿

　
　
　
　
　
麟
…

　
　
　
　
　
　
．
障
ノ
陛
懲

　
　
　
　
　
．
難

　
　
　
　
　
　
　
魁

、
騰
欝

　
　
　
　
　
纒

　
　
　
　
　
　
鍾

　
今
回
の
署
名
数
は
十
日
町
市
だ
け
で
3

1
、
3
8
0
人
も
の
多
数
の
署
名
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
署
名
数
は
、
市
民
の
信
濃
川
再
生

に
対
す
る
熱
い
思
い
の
表
れ
で
す
。
今
後

も
こ
の
運
動
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

騰
辮
癬
繋
総撚

太　
　
　
十

山　
　
　
至

高道市

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
建
設
課
克
雪

利
雪
対
策
室
克
雪
係
（
暦
5
7
－
3
1
1

1
）
へ
。
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◆
新
潟
県
中
小
企
業
緊
急
経
営
支
援
資
金

笏
融
資
対
象
H
県
内
に
お
い
て
1
年
以
上

継
続
し
て
同
一
事
業
を
営
む
中
小
企
業
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
企
業
。
①
最

近
3
か
月
の
売
上
高
が
過
去
3
年
間
の
い

ず
れ
か
の
年
の
同
期
売
上
高
に
対
し
、
5

％
以
上
減
少
し
て
い
る
②
最
近
6
か
月
の

う
ち
任
意
の
月
末
残
高
の
受
注
残
高
が
過

去
3
年
間
の
い
ず
れ
か
の
年
の
同
期
の
受

注
残
高
に
対
し
、
1
0
％
以
上
減
少
し
て
い

る
勿
融
資
条
件
H
運
転
資
金
（
限
度
額
3

千
万
円
、
年
利
2
・
1
％
、
期
間
7
年
で

据
置
2
年
以
内
）
笏
取
扱
期
問
”
11
年
3

月
31
日
（
申
込
み
3
月
1
5
日
）
笏
申
込
み

H
各
金
融
機
関
（
労
働
金
庫
を
除
く
）
・
商

工
中
金
※
必
要
書
類
は
①
損
益
計
算
書

等
、
売
上
高
ま
た
は
受
注
残
高
の
減
少
を

証
す
る
書
類
②
県
税
納
税
証
明
書
笏
問
合

せ
“
新
潟
県
商
工
振
興
課
（
盈
晒
－
鰯
1

5
5
1
1
）
ま
た
は
各
金
融
機
関
へ
。

◆
国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
年
金
教
育
資
金
）

笏
融
資
限
度
額
H
①
厚
生
年
金
保
険
加
入

者
”
百
万
円
②
国
民
年
金
加
入
者
口
50
万

円
笏
金
利
H
年
2
・
5
％
（
1
0
年
8
月
1

日
現
在
）
笏
融
資
期
間
H
8
年
以
内
笏
間

合
せ
H
㈹
新
潟
県
年
金
福
祉
協
会
（
智
晒

－
凹
1
6
8
0
0
）
へ
。

◆
国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
国
民
金
融
公
庫
）

笏
融
資
限
度
額
H
2
0
0
万
円
笏
金
利
1
1

年
2
・
5
％
（
1
0
年
9
月
1
日
現
在
）
勿

融
資
期
問
H
8
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭

及
び
母
子
家
庭
の
人
は
1
年
延
長
可
）
笏

間
合
せ
目
国
民
金
融
公
庫
長
岡
支
店
（
盈

0
2
5
8
1
3

6
1
4
3
6
0
）
へ
。

◆
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
っ
た
ら
届
け

出
を
　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
職
業
な

ど
に
よ
り
次
の
3
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
第
－
号
被
保
険
者
”
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
る
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
農
業
・
自

営
業
・
学
生
等
②
第
2
号
被
保
険
者
H
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
会
社
員
や
公
務
員
等
③
第
3
号
被
保
険

者
“
第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
で
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
人
。

　
就
職
・
転
職
・
退
職
な
ど
で
種
別
が
変

更
と
な
っ
た
時
は
、
そ
の
都
度
市
役
所
に

届
け
出
が
必
要
で
す
。
特
に
第
3
号
被
保

険
者
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
の

就
職
・
転
職
・
退
職
な
ど
で
も
種
別
が
変

わ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
笏
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
民

年
金
係
へ
．

◆
難
病
相
談
会
　
笏
日
時
H
1
1
月
27
日
㈹

午
後
2
時
～
4
時
（
1
時
3
0
分
受
付
開
始
）

笏
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
担
当
医
H
石

川
（
国
立
療
養
所
西
小
千
谷
病
院
）
笏
間

合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
盈
5

7
1
2
4
0

0
）
へ
．

◆
中
小
企
業
大
学
校
三
条
校
等
各
種
研
修

機
関
の
受
講
料
補
助
　
笏
対
象
“
市
内
で

事
業
を
営
む
中
小
企
業
者
で
、
研
修
受
講

前
の
も
の
に
限
る
笏
補
助
率
H
受
講
料
の

3
分
の
ー
（
上
限
3
万
円
）
笏
問
合
せ
H

商
工
観
光
課
（
盈
52
1
5
5
6
9
）
へ
。

◆
障
害
者
1
1
0
番
開
設
　
笏
受
付
時
間

U
毎
日
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
笏
電
話
番

号
随
晒
－
謝
1
0
1
1
0
※
来
所
の
場
合

は
あ
ら
か
じ
め
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
し
ま
せ
ん
か

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ツ
カ
ー
教
室

雛
期
間
H
1
2
月
6
日
㈲
～
2
月
1
4
日
㈲
の

各
日
曜
日
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
霧
場
所

H
総
合
体
育
館
屋
内
運
動
場
影
対
象
H

小
・
中
学
生
笏
参
加
費
”
千
円
（
保
険
料

含
む
）
雛
申
込
み
H
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務

局
庭
野
（
盈
5
7
1
8
3
5
7
）
ま
た
は
総

合
体
育
館
（
智
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

第
20
回
十
日
町

新
雪
ジ
ョ
ギ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン

霧
日
時
H
n
年
1
月
2
日
ω
霧
集
合
場
所

口
十
日
町
中
学
校
（
午
前
8
時
3
0
分
受
付

開
始
）
膨
コ
ー
ス
・
種
目
”
十
日
町
中
学

校
発
着
、
県
道
及
び
国
道
2
5
2
折
返
し

（
3
㎞
、
5
㎞
、
1
0
㎞
、
ハ
ー
フ
）
笏
参

加
費
H
一
般
2
千
円
、
高
校
生
以
下
千
円

霧
申
込
み
H
1
2
月
1
0
日
㈱
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
大
久
保
善
雄
（
新
座
1
智
57

－
8
6
3
8
）
ま
た
は
総
合
体
育
館
へ
。

◆
卯
年
生
ま
れ
の
家
族
・
個
人
募
集
し
て

ま
す
　
市
報
と
お
か
ま
ち
で
は
、
恒
例
と

　
　
　
　
　
　
え
　
と

な
っ
た
来
年
の
干
支
生
ま
れ
（
盈
月
巧
日

号
に
掲
載
）
の
家
族
・
個
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
笏
対
象
目
①
3
世
代
（
子
供
・

親
・
祖
父
母
な
ど
）
に
渡
っ
て
卯
年
生
ま

れ
の
人
が
い
る
世
帯
（
1
世
帯
）
②
卯
年

生
ま
れ
の
個
人
（
兄
弟
・
夫
婦
な
ど
で
希

望
す
る
人
も
可
）
M
人
（
先
着
順
）
勧
申

込
み
“
建
月
4
日
㈹
ま
で
に
電
話
で
企
画

人
事
課
広
報
広
聴
係
へ
。

舗
鍵
葬
劃

算
と
業
務
状
況
の
中
で
、
貸
借
対
照
表
の

下
段
、
「
※
資
本
金
の
う
ち
2
億
2
、
9
5

0
万
円
は
企
業
債
で
す
」
は
「
※
資
本
金

の
う
ち
2
9
億
2
、
9
5
0
万
円
は
企
業
債

で
す
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫

び
し
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

おまちしてます

おじゃまします

暖紬塞¢
2

〃
ゆ
、

11月は25日㈱です

時　　間　午後7時～9時
　　　　　（先着2組、1組50分）

会　　場　市長室

申し込み　11月20日働までに企画人

　　　　　事課広報広聴係へ。

※市長が皆さんの所へ出かけて話し

　合う「おじゃまします暖和室」は

　随時受け付けています。

ゆずります
ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

議縢離、駿．縷難麟一照

品　　　　名 規　格 希望価格

スタッドレスタイヤ 13インチ8本 無　料

タイヤ（新品同様）
Gグリッド195－60R、15インチ

アルミホイール付、4本 1万5千円

スノータイヤ（新品同様） ダンロツプ185－65
14インチ、4本

〃

スノータイヤ
ヨコパマガーデックス1ア5ヲ0

14インチ、ホイーノレ付、4本 相談で

スキーキャリア
TE曜04×なノfジェロ、サファリ、

ミストラノkテラノ1鞭用可 1万円
パ　　ソ　　コ ン

コンパックミニタワー

型、仮想写真用 5万2千円

カラーワープロ サンヨー

SWPV400C
3万8千円

パンディコピー写楽 富士ゼロックス 1万円
ビデオプリンター ソニーCVPW1

リボン付き
〃

石油ス　トーブ 反射式 相談で

稲　刈　　り 機 2条刈り 無　料

田　植　　え 機 乗用2条植え 5万円
耕　　　転 機 中型 5万円
コ　ン　バ　イ ン 105型 20万円

乾　　　燥 機 15俵用 20万円

調　　　整 機 10万円

マ　ッ　ト　レ ス 2枚 1枚2千円

スタンドピアノ ヤマパ 相談で

スキーウエア
ジュニア女子
アルペン用、150cm 3千円

2　段ベ　ツ ド 子供用、170cm 無　料

除　　　湿 機 日立 相談で

電子　レ　ン
、“

ソ 無　料

　　　　　　　　　　掩『　　　　　　　　　』修　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　毒　　　　　　　　廟　　　　　　　　■　　　　　　　麟・　　　　　　叢　　　　　難　　　　繕　　　難　　繕　叢鍵

一 輪 車 4～5歳、女の子用 相談で

は し
＿“

一

木製
2間～2間半

無　料

二槽式洗濯機（2台） 1人用 相談で

はた織り機械
手織用
小型のもの

ノ／

フォーマルワンピースかスーツ 女の子用、120cm ノ／

子 供 服 女の子用
130～140cm

ノノ

マタニティウエア 冬用 無　料

・ム
ノTI 蔵 庫 小型

ノ／

衣類用乾燥機
ノ／

ダイビング用BCD Mサイズ 相談で

電 子　辞
曲
－
　
￥ 和英

／ノ

ベビークーハン（かご） 2千円

2 段’ベ　ツ ド 子供用 相談で

電 子　　手 帳 〃

学 習 机 子供用 〃

ドラムー式（打楽器〉 メーカー問わず ノノ
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　　　翻1辮

十
日
町
市
史
を
読
む

　
ゆ
ト

　
梱⑳

・
嘉

　
幽

町

並
み
の
、
整
欝

懸
黙

癖筋Z

　
江
戸
時
代
に
、
町
を
計
画
的
に
整

　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
わ
り

備
す
る
こ
と
を
「
町
割
」
と
い
い
ま

し
た
。

　
十
日
町
の
町
割
の
資
料
と
し
て
は
、

慶
安
元
年
（
エ
ハ
四
八
）
の
「
十
日

町
屋
敷
割
帳
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
現
在
の
本
町
通

り
は
六
間
（
一
間
は
一
・
八
メ
ー
ト

ル
）
の
道
幅
が
あ
り
、
両
側
に
は
間

口
数
問
、
奥
行
が
三
〇
間
か
ら
六
〇

間
の
屋
敷
が
整
然
と
並
ん
で
い
ま
し

た
。　
通
り
に
直
交
す
る
小
路
は
、
南
か
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い
　
せ

る
寺
小
路
と
正
念
寺
に
通
ず
る
伊
勢

や
　
　
　
　
　
　
お
く
ら

屋
小
路
、
御
蔵
小
路
（
駅
通
り
）
と

東
側
の
小
路
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在

の
十
日
町
の
骨
格
は
ほ
ぼ
で
き
あ
が

っ
て
い
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
時
の
計
画
は
、
①
四
之
町
を

北
へ
二
三
間
、
一
之
町
を
南
へ
六
一

間
拡
大
す
る
。
②
通
り
に
面
し
た
屋

敷
の
裏
に
、
裏
道
を
設
け
る
。
③
そ

れ
ぞ
れ
の
小
路
を
五
問
か
ら
五
間
半

に
拡
幅
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、
二
年
前
の
正
保
三
年
（
一

六
四
六
）
三
月
に
起
き
た
大
火
の
経

験
か
ら
、
小
路
を
広
げ
て
防
火
地
帯

を
設
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た

も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
十
日
町
の
名
は
、
月
に
三
回
市
が

　
　
　
　
さ
ん
さ
い
い
ち

開
か
れ
る
三
斎
市
に
よ
る
も
の
と
み

ら
れ
、
そ
の
起
源
は
中
世
に
さ
か
の

ぼ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
江
戸
時
代

に
な
る
と
、
月
六
回
の
六
斎
市
に
発

展
し
、
縮
の
取
引
が
盛
ん
に
な
る
と
、

縮
市
は
毎
日
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
町
づ
く
り
は
、

三
百
年
の
間
そ
の
機
能
を
果
た
す
ほ

ど
の
規
模
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
通
史
編
2
　
近
世
一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　大変めずらしいチョウが2種みられました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　一つは、真霜昌裕君（西小6年）が西小グラウンド近くの林で採集したサ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　トキマダラヒカゲ（ジャノメチョウ科）です。このチョウは、羽の表の外側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－3　にある細長い黄色の中に黒い斑紋のある模様が並んでいるのが特徴的で、十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　日町市史自然編に掲載されていないことから市内で83番目の記録となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　幼虫はチマキザサなどのササ類を食べて成長し、成虫はクヌギやコナラの樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　木液にむらがります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　もう一つは、池田祥太郎君（十中1年）がライオンズの森の近くで採集し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　たオオミスジ（ダテハチョウ科・写真）です。このチョウは、市内では昭和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　18年に一度報告されたことがあるだけで、全国的にも少なくなってきている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　種です。幼虫はスモモやウメの葉を食べて成長します。児童生徒の標本展か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　らも貴重な学習ができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十日町市民の動き（10月末日現在）

■人　ロ　　44，669人（前目比一12）

　　　男　　21，937人（〃　＋2）

　　　女22，732人（〃一14）
■世帯数　　12，967　（前目比±0）

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

「
み
ん
な
が
参
加
し
、
伝
え
よ
う
！
女
性
が

描
く
ま
ち
づ
く
り
」
。
今
月
1
日
の
日
曜
日
に

開
い
た
、
女
性
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴
く

た
め
の
十
日
町
市
女
性
議
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
す
。
庁
舎
議
場
を
使
っ
て
の
模
擬

的
な
議
会
と
い
う
形
で
計
画
す
る
の
は
初
め

て
の
た
め
、
議
会
の
持
ち
方
を
考
え
て
く
だ

さ
る
方
、
そ
し
て
議
員
と
な
っ
て
く
だ
さ
る

方
の
二
段
構
え
で
市
報
を
通
し
て
公
募
し
ま

し
た
。
結
果
、
考
え
て
く
だ
さ
る
方
1
7
名
、

女
性
議
員
は
2
1
名
（
都
合
で
当
日
欠
席
者
も

い
ま
し
た
が
）
、
当
日
の
傍
聴
人
名
簿
記
入
者

は
7
6
名
。
携
わ
っ
た
私
た
ち
職
員
は
、
あ
る

程
度
の
仕
事
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
判

断
し
て
い
ま
す
し
、
何
よ
り
も
計
画
段
階
か

ら
当
日
ま
で
様
々
な
話
し
合
い
が
で
き
た
こ

と
が
相
互
の
理
解
と
な
り
、
今
後
の
財
産
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
常
日

ご
ろ
「
公
共
の
福
祉
」
と
い
う
ル
ー
ル
の
基

に
仕
事
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
こ
の

こ
と
は
日
常
生
活
に
も
当
て
は
ま
る
社
会
ル

ー
ル
で
は
な
い
か
と
個
人
的
に
思
っ
て
い
ま

す
。
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
女

性
議
会
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
市
報

（
n
月
2
5
日
号
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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